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＜学習項目＞

1. 「災害から住民の命を守る」を考える

2. 住民・地域が「災害から住民の命を守る」ために必要なチカラ

3. 活用できる教材の紹介

4. 効果的な研修を開発・実施するコツ・ポイント
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＜研修の目標＞

災害から住民の命を守るために身につけてもらうチカラを理解する

既存のプログラムや教材等を活用しながら、効果的な研修を開発す
るためのコツ・ポイントを理解する



「災害から住民の命を守る」
を考える１

3
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「災害から住民の命を守る」 のは

誰でしょうか？
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１．自治体の平常時の主な取組

(1) 防災計画・避難計画の策定と改善
 地域特性に基づいた防災計画の整備

 避難のためのマイ・タイムラインの作成支援

 避難行動要支援者名簿の作成・提供、個別避難計画の作成支援

(2) 地域住民の自助力・共助力の強化
 住民の防災意識向上 （防災研修・ワークショップの開催、家庭での防災対策の啓発）

 自主防災組織の支援 （自主防災組織の運営を支援、リーダー向け研修の開催、出前講座）

 実践的な訓練 （要配慮者を含む避難訓練）

(4) 情報伝達手段の整備
 災害時の情報共有体制の強化

 住民への避難にかかる情報提供 （避難場所、災害発生時の行動手順をパンフレットや説明会で伝える）

(5) 福祉避難所の準備
 避難所・避難スペースの整備 （備蓄、段差解消、プライバシー保護）

 避難所運営マニュアルの作成、訓練の実施

赤字：共助力の強化
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２．自治体の災害時の主な取組

(1) 迅速な情報提供

 正確で迅速な避難情報の発令

 避難場所、福祉避難所の開設

 要配慮者の安否確認

(2) 避難所運営

 住民主体の避難所運営

 要配慮者への配慮 (スペース・支援物資の確保、ストレスケア・心理的サポート）

(3) 緊急支援体制の確立

 多機関との連携 （消防や警察、医療機関と連携して緊急支援）

 支援物資の調達と配布 （食料、水、医薬品等）
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いざというときに
住民の命を守るのは

住民
一人ひとり

町会・自治会
地域の事業所

施設



住民・地域が
「災害から住民の命を守る」
ために必要なチカラ

２
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態度

知識 技能

災害から
命を守る力

育成すべきチカラ（能力）の3要素

9
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＜自助力＞

災害から住民の命を守る には

住民にどのようなチカラを

身につけてもらう必要があるでしょうか？
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１．命を守るための基本事項

「自らの命は、自らが守る」意識と行動が肝！

 自分の住む場所のリスクを知ることが第一歩

「防災気象情報」や「避難情報」に注意し、早めに避難

 危険な場所からより安全な場所に立ち退き避難

 身の危険を感じた場合は、すぐ避難

 移動が危険な場合は、建物内のより安全が確保できる場所へ
（河川堤防沿いでない建物で浸水しない上階部分等）

 地震・津波と風水害では避難先は違う

11
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住民のチカラ① 知識 （研修手法： 座学）

12

(1) 災害リスク

災害のメカニズム
地震の発生メカニズムや震度等

洪水や土砂災害が発生する気象や地形等の条件

地域のハザード情報

自分の住んでいる地域で想定される災害の種類
（地震、津波、洪水、土砂災害など）

ハザードマップの見方、自分の住む地域のリスク

(2) 災害時の行動

避難行動の基本

避難情報の種類の意味 （避難指示、警戒レベル）と避難行動

災害ごとの避難先、安全な経路の選び方

避難先で必要な物品や持ち物 （非常用持ち出し袋の準備）

災害ごとの行動

身の安全の確保、津波警報時には高台へ避難、建物倒壊・火災
からの避難

洪水・土砂災害時には、立ち退き避難、屋内安全確保

(3) 災害への備え

自宅の安全対策 住宅の耐震化、家具の固定、火災対策、避難経路の確保

家庭内での備蓄 飲料水、食料、医薬品の備蓄量と管理方法

地域の防災計画 自分の住む地域（町会・自治会）の避難場所や避難体制
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住民のチカラ② 技能 （実技）
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（1） 初期対応の
スキル

応急手当
ケガをした人への止血や包帯の使い方

心肺蘇生法（CPR）やAEDの使い方

初期消火 消火器・消火栓の使用方法、火災時の初動対応

(2) 避難スキル

安全確認 道路や橋の安全を確認し、危険を避ける判断

避難行動
避難経路の訓練 (家族や住民と実際に移動し、危険個所を確認）

夜間や悪天候時を想定した避難方法

(3) 情報収集・
発信のスキル

正確な情報収集
テレビやラジオ、自治体の防災アプリ等を活用した災害情報の確
認方法

情報共有 家族や近隣住民との連絡手段を確保（携帯電話、SNS、掲示板）
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住民のチカラ③ 態度 （過去の事例・教訓、ワークショップ）
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(1) 自分の命を
      守る意識

自己責任の意識 自分の命を守る行動を他人任せにしない

最悪を想定した備え
「自分だけは大丈夫」という過信を捨て、リスクを冷静に受け入
れる

(2) 他者との
      協力意識

地域コミュニティの
結束

災害時には隣近所や自治体と協力して行動する

要配慮者への配慮
近隣の地域に住む高齢者、障害者、妊婦、外国人などの支援が
必要な人々への目配り

(3) 冷静さと
      柔軟性

想定外への対応力 マニュアルにない事態にも冷静に対応する柔軟な思考

訓練や経験を活かす
訓練を「本番のシミュレーション」として捉え、真剣に取り組む姿
勢

(4) 継続的な学び
防災意識の維持 定期的に防災訓練や地域活動に参加し、知識を更新

災害後の教訓を学ぶ 過去の災害事例から自分たちの避難に活かせることを考える
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＜共助力＞

要支援者の命を守るためには、

家族だけでなく

地域全体が協力して対応するチカラが不可欠
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１．地域の命を地域で守るための基本事項

 地域には、自力避難が難しい方が暮らしている

 年齢を重ねたり事故などにより、誰もが、助けが必要に
なるかもしれない

 困っていること、必要な助けは人によって違う

 危険なときは、地域で助け合い逃げるチカラが必要

 全国で「避難行動要支援者名簿の作成・提供」や「個別避
難計画の作成・訓練」の取組が進められている

 要支援者の避難をみんなが協力して支援することで、地域
の誰も取り残こさず、いのちを守ることができる

16
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地域のチカラ① 知識 （手法：座学、ワークショップ）
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(1)避難支援の
必要性

要配慮者の困難 過去のデータ・事例から要配慮者のリスクを知る

避難行動要支援者の
特性

【高齢者】 特性、避難が必要な時に困ること

【障害者】 特性、避難が必要な時に困ること

【外国人】 特性、避難が必要な時に困ること

日頃の要配慮者の
避難支援体制

「避難行動要支援者名簿」の存在、地域への情報提供 （個人情
報の取り扱い含む）

「個別避難計画」の作成、避難支援の関係者等、訓練の必要

(2) 災害対応に
      必要な知識

安全な避難行動

避難行動要支援者の避難先 (避難場所、福祉避難所、知り合い・
親戚等）、避難のタイミング、避難経路、避難方法

要配慮者が直面しやすい災害時のリスク （脱水症状、パニック、
体調悪化 等）

(3) 地域支援体制 要配慮者の支援体制

地域内で避難行動要支援者等がどこに住んでいるかを把握

災害時に支援するべき役割を整理 （地域の防災計画、避難計
画）
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地域のチカラ② 技能 （実技）
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(1) 安全に避難
するスキル

情報提供スキル:
【聴覚障害者】 筆談や簡単な身振りで伝える

【外国人】 簡単な英語や防災ピクトグラムを使って伝える

避難誘導のリーダー
シップ

複数の人が協力して安全に避難誘導を行うための指揮方法。

移動支援技術

【高齢者】 車椅子、歩行補助、階段昇降、簡易担架の使用法

【視覚障害者】  誘導方法、避難先の環境

【聴覚障害者】  情報伝達方法、誘導方法

移動中に注意すべき安全ポイント（転倒防止、心理的ケア）

(2) 応急対応
スキル

応急手当や介助スキル

高齢者や障害者特有の健康問題への対応方法 （低血糖、薬の
管理）

ストレスや不安に対する心理的サポート技術 （傾聴やリラク
ゼーション法）

避難先での支援スキル
要配慮者向けのプライバシー確保や専用スペースの準備

配慮を要する食事（アレルギー対応、流動食など）の提供方法
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地域のチカラ③ 態度 （座学、ワークショップ）
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(1) 協力と多様性
の受容

助け合いの意識
「自分も支援が必要になる可能性がある」という共感力

地域住民全体で要配慮者を支える「チーム支援」の意識

多様性への理解

要配慮者それぞれの事情や困難を尊重し、偏見を持たない
（尊重、当事者の意見を聞く、できない部分を補う、焦らない、支
援方法は柔軟に変更）

外国人や障害者への誤解や差別を防ぎ、多文化共生を推進

(2) 平時からの
準備と実行

平時の備えの重要性

災害時に初めて支援しようとすると難しいため、平時から関係
を築く

地域内での支援訓練（お散歩訓練等）を定期的に実施

柔軟性と冷静さ
災害時の状況に応じて臨機応変に対応する力

予想外の事態でも冷静に対処し、最善策を模索

(3) 自助・共助の
バランス

自分を守る意識 自身の命を守る行動を最優先。可能な範囲で共助に参加

地域での共助 役割を分担し、誰か一人に負担が集中しない仕組みを構築
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これらのチカラを

どうやって身につけてもらおう？

＜リーダー育成研修＞
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研修実施の基本プロセス

21

１.分析

2.設計 3.開発

4.実施

5.評価

ADDIEモデル

• 課題、ニーズの把握
• 研修目的の設定
• 対象者、期間の設定
• 人材像の設定

• 研修の目標設定
• 受講人数の設定
• 事前・事後課題の設定
• 評価基準の設定

Analysis

Design Development

Implementation

Evaluation

• 教材の作成
• 講師手配
• 学習環境の整備

• 募集
• 研修プログラムの

実施

• 実施した研修を評価
• 改善点の検討

サイクルで回す
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出典：ラーニングピラミッド――キャリア教育ラボ

効果的な学びの方法

効果的な方法を使って
リーダーに

チカラを身につけてもらい
地域のチカラを高めてもらう

ワークや討議を交えて
取り組む！

ハザードマップでリスクを確か
める

自らの備えの状況を確認する
地域でどう対応できるか話し
合う

主体的・対話的で深い学びの方法を採用し、「わが事化」する

https://career-ed-lab.mynavi.jp/career-column/707/#:%7E:text=%E5%B9%B3%E5%9D%87%E5%AD%A6%E7%BF%92%E5%AE%9A%E7%9D%80%E7%8E%87%E3%81%8C%E5%90%91%E4%B8%8A%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%8C%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%94%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%89%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%81%AF%EF%BC%9F%201%20%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%94%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%89%E3%81%A8%E3%81%AF%202%20%E5%AE%9A%E7%9D%80%E7%8E%87%E5%90%91%E4%B8%8A%E3%81%AE%E3%82%AB%E3%82%AE%E3%81%AF%E3%80%81%E8%83%BD%E5%8B%95%E7%9A%84%E3%81%AA%E5%AD%A6%E7%BF%92,3%20%E3%82%AB%E3%82%AF%E3%83%86%E3%83%AB%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%BC%E5%8A%B9%E6%9E%9C%E3%81%A8%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%94%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%89%204%20%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%94%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%89%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%B3%95%E4%BA%8B%E4%BE%8B%205%20%E3%81%BE%E3%81%A8%E3%82%81


活用できる教材の紹介３

23
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自主防災組織のリーダー育成研修に

活用できる教材等をご紹介します



消 防 庁

自主防災組織のリーダー育成のための
教育・訓練カリキュラム

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/training_program_example.pdf

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/post-56/09/training_program_example.pdf
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html
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研修プログラム例 （３種）

 テーマ１（全３単元）

防災リーダーの役割/住民
（構成員）の自助意識を
高めるには

 テーマ２（全２単元）

災害から住民の命を守る
には

 テーマ３（全２単元）

避難所の運営を円滑に
進めるには

26

出典： 自主防災組織のリーダー育成のための教育・訓練カリキュラム（消防庁） https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/tangenbetsu/ikusei_curriculum.pdf

研修プログラム（例） テーマ１

単元
学習項目
（大）

学習項目
（中）

学習内容
（学習項目の概要）

所要
時間

ワークショップ
演習可

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/tangenbetsu/ikusei_curriculum.pdf
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研修教材 （スライド、補助教材）

27

出典： 自主防災組織のリーダー育成のための研修教材等 （消防庁） https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html

https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/ikusei007.html


消防庁の教材【テーマ２】を

見ていきましょう



＜追加＞

避難行動要支援者の避難について

学んでほしいこと



Copyright © Hiroshima Prefecture. All rights reserved.

＜住民＞

わたしの家は危険なの？
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ハザードマップ等を使って、自身の災害時の危険を把握してもらう

31

出典： 地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工
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＜住民＞

いつ、どこに、どうやって避難したらいいの？
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「いつ」 自分自身の避難情報の意味と、避難のタイミングを理解してもらう

33

出典： 内閣府（防災担当） 『避難情報に関するガイドライン』 p. 34、出典： 地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工

警戒
レベル 状況 住民がとるべき行動 市町が発令する

避難情報
市町が参考とする
防災気象情報

５ 災害発生
または切迫 命の危険 直ちに安全確保！ 緊急安全確保 大雨特別警報等

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

４ 災害の
おそれ高い 危険な場所から全員避難 避難指示 氾濫危険情報

土砂災害警戒情報等

３ 災害の
おそれあり 危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難 大雨警報

洪水警報等

２ 気象状況悪化 自らの避難行動を確認 － 大雨注意報
洪水注意報等

１ 今後気象状況
悪化のおそれ 災害への心構えを高める － 早期注意情報

高

危
険
度

全員

時間のかかる方

危険

重要
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「どこに」 状況に応じた避難行動を理解してもらう

34

出典： 内閣府（防災担当） 『避難情報に関するガイドライン』 p. 14 、地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工

基本

自宅・自身の状況をふまえて、避難行動を決めておく
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「どこに？」 災害ごとの避難先を理解してもらう

35

出典： 地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工
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命を守るために避難上の留意事項

安全な場所にいる人は、避難所に行く必要はない
マップで浸水の恐れがあるかどうか、浸水深はどれくらいかを
事前に確認して、自らの判断で行動しましょう
※水がひくまで我慢でき、水・食料などの備えが十分であること
※土砂災害の危険がある区域では立退き避難が原則

避難先は「避難所」だけではない

安全な場所に住んでいる「親戚・知人宅」なども避難先の候補

36

垂
直
避
難
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私の避難行動マップ

37

【どうやって】 自分の安全な「避難経路」を地図に書き込んでもらおう

ハザードマップの
見方を

説明しましょう

現物を使ってわが事化

自宅

避難先
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＜住民＞

今まで災害にあったことがないの

だから大丈夫
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過去の教訓を用いて、立ち止まって考えてもらおう

 証言から考える「うまく避難できなかった理由」

 危険を察知できなかった （思い込み、無関心）

 避難することを決められなかった

 避難先に行く途中にも、危険があった

 帰宅経路と自宅の安全性を十分に確認せず帰宅した

39

出展： 「私たちはなぜうまく避難できないのだろう」 （広島県） https://www.gensai.pref.hiroshima.jp/action/pdf/koudou_jirei.pdf

広島県

https://www.gensai.pref.hiroshima.jp/action/pdf/koudou_jirei.pdf
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＜要支援者＞

避難のことは心配だけど

プライベートなことを知られるのは不安・・・
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日頃の見守りで、避難支援に必要な信頼関係をつくる

41
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個人情報は、民生委員や自主防災会長などのが厳重に保管することを伝える

42
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＜自主防災組織等＞

なぜ、避難を支援しなくてはならないの？
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データで示す 「東日本大震災による高齢者・障害者の被害状況」

44

（左）内閣府HP 『平成25年版 高齢社会白書』 「第１章 第２節 6 （7）東日本大震災における高齢者の被害状況」 最終アクセス2021年６月16日
（右）内閣府HP 『障がい者制度改革推進会議（第 37 回）』「参考資料４ 東日本大震災における障害者の死亡率」※原典は「ノーマライゼーション 2011 年 11 月号」 最終アクセス2021年６月29日

• 年齢が判明している15,681人のうち60歳以上の高齢者は
10,360人と66.1％を占めている

• 震災関連死の死者数は2,688人のうち、66歳以上が2,396人
と全体の89.1％を占めている

年齢階級別死亡者数（岩手県・宮城県・福島県の３県）

1.03%

2.06%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

総人口に対する死亡率 障害者の死亡率

障害者の死亡者率

• 総人口に対する死亡率が１.03％（1,244,167人中
12,853人）であったのに対し、障害者の死亡率は
2.06％（67,509人中1,388人）と約２倍
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避難に必要な情報が届かなかった
避難すべきか否かを判断すること
ができなかった
必要な避難支援を受けられなかっ
た
寝たきりの状態や老々介護により
自力や介助者の力だけでは
避難すること
ができなかった

避難支援者が、要配慮者の
救助に赴いた先で、避難すること
の説得に時間がかかったことなど
で、支援者自身も
津波に巻き込まれ、多数の
支援者が犠牲者となった

検証報告書から示す 「避難行動や避難生活上で指摘された課題」

45

参考：内閣府 『災害時要援護者の避難支援に関する検討会 報告書』平成25年３月 p. 1

避難したくても… 危険が迫っても…

私たちの社会は様々なサービスを使って在宅で暮らせるようになった
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＜自主防災組織等＞

どうやって計画作成に協力してもらう？
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【事例から学ぶ】 多様な巻き込み方を紹介する

47

要支援者と
触れ合う

住民に
理解と協力を得る
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＜自主防災組織等＞

要支援者と一緒に

どうやって計画すればいいの？
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【事例から学ぶ】 多様な作成方法を紹介する

49
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【参考】 地域でタイムラインを作成する

50

出典： 帝京大学 経済学部地域経済学科 坪井塑太郎氏 提供

地域の
タイムラインを
みんなで作る
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＜自主防災組織等＞

個別避難計画の「支援者欄」が空欄・・・
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避難を支援してもらえそうな人を当事者・家族から教えてもらう

＜災害時に支援者ができること＞

避難を呼びかける

一緒に避難する

52

＜支援してもらう人＞

家族

近隣の親しい人

近くの親戚

自主防災組織

消防団

要支援者と一緒に、避難支援をお願いに行きましょう
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支援者の負担を減らす

53

「できる範囲」で支援体制をつくり負担を減らしましょう
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地域の様々な人たちが関わりながら支援等を行うことを理解してもらう

54

出典： 地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工

【平常時・災害時】様々な人たちと関わりながら支援しましょう
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＜自主防災組織等＞

どうやって避難を補助してあげればいいの？
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要配慮者の特性と支援のポイントなどの「知識」を身につけてもらう

56

出典： 地域住民向け「個別避難計画」研修教材 （広島県） 一部加工
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「実技」で、車いす避難、階段移動の技術を身につけてもらう

57

声をかけてもらうと
安心するね

忘れないように
来年も訓練しよう！ コツがいるね
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福祉専門職と協力することの有効性を伝える

 要配慮者に関わりのある方の力を借りる

58

• ケアマネジメントを通して信頼関係を築いている
• 本人の心身の状態や家族関係等を把握している

•当事者の方の特性を踏まえた補助の仕方を知っている

本人も安心して
災害時のことを
相談しやすい！

本人や家族が抱える
災害時の不安を軽減

できる！
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＜地域＞

誤ってケガをさせてしまったらと心配・・・
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あくまで地域における助け合いの活動であることを理解してもらう

60

関係法令：民法第698 条（緊急事務管理）、災対法第65条第１項、第84条第１項（損害保障）
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＜地域＞

個別避難計画が作ったっきり・・・
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【事例から学ぶ】 多様な訓練方法を紹介する

62
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【参考】 個別避難計画に関する事例集やサイトを活用しましょう！

63

出展： 「個別避難計画作成および避難訓練実施に関する事例集」（R６年３月 広島市）

広島市 事例集



効果的な研修を開発・実施する
コツ・ポイント４

64
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効果的な研修を企画・開発するコツ
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教材開発のコツ・ポイント

項目 主な問題点 解決の方向性（案）

①学習の流れ • 研修の目標（研修後の姿）を知ら
せていない

• まとめがない

• 【入口】 学習目標を知らせる

• 【出口】 学んだ重要ポイントを確認、研修後
にやるべき行動を伝え、促す

②学習内容の
流れ

• 理解・納得しやすい流れになって
いない

• 防災に関する学習の流れにする

１）災害による被害と影響

２）災害時に取るべき行動

３）日頃の対策、備え

③リスクの理解 • 取組の前提となる、知っておくべ
き「リスク」についての学びがな
い

• リスクについても学ぶ

• ハザードマップの見方を学び、実際に「わが
地域」について調べてみる 【現地現物】

• まち歩きして、マップを作る 【現場】

④災害種別で
の違い

• １つのコンテンツに、「地震・津波
災害」と「風水害」が混在している

• 災害種別ごとにコンテンツを作成する

66
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教材開発のコツ・ポイント （つづき）

（つづき）項目 主な問題点 解決の方向性（案）

⑤地域特性、個人
特性（要配慮）

• 特性への着目がない • 特性について学ぶのは時間が必要

• 中級で対応

⑥学びの範囲 • 「発災直前・直後の対応」と
「備え」について学んでいる

• 学びの範囲（フェーズ、立場（個人／組織））
を決める

• 避難生活（避難所／在宅）について学ぶ必要
はないか？

⑦講師 • 専門的であればあるほど、
知識が必要

• 教えるスキルが必要

• 専門的な内容は、担当課の職員や災害対応
経験のある職員が講師になる

• 既存の動画コンテンツを利用

⑧研修効果 • 不明

• アンケートで感想を把握する
程度

• 研修目標に沿って、確認テストやアンケート
で評価し、改善していく（繰り返す）

67
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様々な学習の手法 （研修内や、単元内で組み合わせる）

主な手法 主な取組内容

座学（講義） • 講師から説明を聞き、知識を習得する

個人ワーク • 一人で出された課題について作業する
• 例） マイ・タイムラインづくり

ワークショップ • グループで出された課題について検討し、意見をまとめる
• 最後に、各グループの結果を発表する
• 例） 付箋紙に書いた意見を模造紙に張り出し、まとめる

クイズ • クイズ形式で知識を学ぶ

ゲーム • 避難所運営ゲーム HUG、クロスロード

実技 • 初期消火、担架搬送、AED、車いす避難、防災食調理などの使い方や、
やり方を学び、技術を身につける

体験 • 起震車、煙体験、VR

まち歩き＆防災マップ作り • 地域を歩いて、危険な場所や災害時に役立つもの等を確認・記録し、
会場に戻って地図に書き込んでまとめる

• 作成したマップを基に、気づいたこと・話し合ったことを発表

体験談（講和） • 語り部や、先進的な取組を行っているリーダー等の話を聞く

68
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分かりやすいスライド作成のコツ・ポイント （視認性をよくする）

 文字はユニバーサルフォント

 Windows10へ標準搭載

 モリサワUDフォント３種は無償で
利用可

 分かりやすい配置
 重要なこと、概要は上

 過去や、感覚的な写真・グラフは左

 関連性の高いものは近づける

 情報を絞る
 ワンスライド・ワンメッセージ

 不要な装飾は避ける

 文字や画像は最低限

 多色、枠線、立体、影はNG

 要素を整える

 色の役割を決める
（背景、文字、メイン、アクセント）

 徹底して揃える （大きさ、配置）

 改行は区切りよく （泣き別れしない）

 行間を開ける

人の視線は
左上から右下に

過去 現在 未来

69
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学びやすい環境づくりのコツ・ポイント

 会場を確保する

 グループワークの場合、テーブルで島を
作るので、２倍の広さが理想的

 最低でも１.５倍は確保

 ファシリテーターを配置
 参加者にルールを守らせる

 話し合いを促進する
• 「●●さん、あなたの意見はどうですか？」

• 「どこがいいと思いますか？」

 困った人に対応する
• 自分の意見に固執する、相手の意見を聞かない、
一人だけ話し続ける、声が大きく威圧的

• 対角線上に立って、その人の発言にうなずかない

 テーブルで島を作る

 １班６人程度（４～８人が許容）

 長机２台（模造紙を置ける広さ）

※心理的距離が縮まる

 私物置き場や、WS用グッズ置場も作る

 グループ分けをする
＜グループ分けの要素＞

• 似た地域特性の人たち同士

• 近い地域の人たち同士

• 幅広い年齢層

• 男女を混在させる

付箋紙１枚に、
１つの意見

70
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個別避難計画の作成・活用について
（東京都 YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=i9M8CMTV2-
w

参考になる教材、資料

個別避難計画説明動画【制度概要編】

個別避難計画説明動画【作成支援者編】
（東京都練馬区 YouTube）
https://www.fdma.go.jp/relocation/e-
college/index2.html

https://www.youtube.com/watch?v=sVsXiV1Q4xw

誰もが助かる個別避難計画
（福井県永平寺町 YouTube）
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/tisi
ki/syozaiti/mytimeline/index.html

個別避難計画作成および訓練に関する事例集
（広島市）
https://www.city.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachm
ent/242395.pdf

地域住民向け「個別避難計画」研修教材

（広島県）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/263/kyou
sei-saigaijiyouhairyosya.html#tiikijyuumin

住民の適切な避難行動の促進に向けた好事例
集 （内閣府）
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/ju
min_hinan.html
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https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/jumin_hinan.html
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/jumin_hinan.html
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まとめ

現地・実物を使う

座学とワークショップ、実技を組み合わせてわが事化する

既存の教材・ツールをカスタマイズして、効率よく準備する

地域人材の育成は「地味」な活動

大事なことは、研修の内容が「地域特性」「災害特性」「人の
特性」とマッチングさせること

取組の背景に「理論」「信念」「熱意」などが伴い、それが
住民と共有できること

変化は必ず生まれる
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